






























































































































































では 件（ 人平均約 件），保育実
習Ⅱでは 件（ 人平均 件）のエ
ピソードを得た。これらのエピソードを，
前回の調査で得られた９つのカテゴリーを
基に，２名の研究者によって評定・分類し
た（表１）。
倫理的配慮：調査の目的，匿名性の遵
守などについて口頭で説明し，同意を得て
面接した。
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３．結果と考察
保育実習Ⅰ 保育所 とⅡを比較すると，
全体的にネガティブな感情に結びつくエピ
ソード数が減少し，ポジティブな感情に結
びつくエピソード数が増加していた。ま
た，ネガティブ・ポジティブ双方の感情
で，全エピソードに占める「特定の場面で
の子どもとのかかわり」の割合が ％以
上減少していた（図１，図２）。多くの学
生は，実習においてまずは子どもとの関わ
りに注目しがちであった。しかし，実習経
験を重ねることによりネガティブ，あるい
はポジティブな感情を喚起される事象の幅
が，広がっているのではないかと推察され
た。
Ⅲ 調査Ⅱ ―保育実習ⅠとⅡの質問紙調
査から―
１．目 的
先の調査で得られたカテゴリーをもとに
質問紙を作成し，実習経験を積み重ねてい
く中で，学生の感情体験にどのような変化
が見られるかを，量的分析によって検討し
た。
２．方 法
（１）調査の対象：保育実習Ⅰ（ 年
月）及び，保育実習Ⅱ（ 年 月）の
双方に 週間ずつ参加した教育学部の学生
名。
（２）調査期間：保育実習Ⅰは 年
月，保育実習Ⅱは 年 月に実施。
（３）調査手続き：保育実習Ⅰでは，実習
の事後報告会にて調査についての説明を行
い，承諾を得ると共に質問紙を配布，回収
した。保育実習Ⅱでは，質問紙を実習前に
配布し，ヒアリング調査時に回収した。
（４）質問紙：「保育所実習において学生
が抱く感情についての調査研究Ⅰ」で得ら
れた９つのカテゴリー（表２）をもとに
項目を作成し，それぞれの項目につい
て，どの程度「困った」，「不安になっ
た」，「戸惑った」というような気持ち（ネ
ガティブな感情）になったかを５件法で尋
ねた。また，同じ 項目を用いて，どの
程度「うれしかった」，「楽しかった」，「幸
せだ」というような気持ち（ポジティブな
感情）になったかについても，同様に尋ね
た。
３．結果と考察
各カテゴリーの回答からカテゴリー得点
を算出し，保育実習Ⅰと保育実習Ⅱでどの
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208件（1人平均10.9件）のエピソードを得た。
これらのエピソードを，前回の調査で得られた
９つのカテゴリーを基に，２名の研究者によっ
て評定・分類した（表１）。
（4）倫理的配慮：調査の目的，匿名性の遵守
などについて口頭で説明し，同意を得て面接し
た。
３．結果と考察
　保育実習Ⅰ（保育所）とⅡを比較すると，全
体的にネガティブな感情に結びつくエピソード
数が減少し，ポジティブな感情に結びつくエピ
ソード数が増加していた。また，ネガティブ・
ポジティブ双方の感情で，全エピソードに占め
る「特定の場面での子どもとのかかわり」の割
合が10％以上減少していた（図１，図２）。多
くの学生は，実習においてまずは子どもとの関
わりに注目しがちであった。しかし，実習経験
を重ねることによりネガティブ，あるいはポジ
ティブな感情を喚起される事象の幅が，広がっ
ているのではないかと推察された。
Ⅲ　調査Ⅱ　─保育実習ⅠとⅡの質問紙調査か
ら─
１．目的
　先の調査で得られたカテゴリーをもとに質問
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ような変化が見られるかを検討するため，
対応のある 検定を行った。その結果，ポ
ジティブな感情については有意な差は認め
られなかった。一方，ネガティブな感情に
ついては「 子どもの発達・特性に応じた
関わり」，「 実習日誌の記入・作成」及び
「 保育所の方針」の３カテゴリーにおい
て得点が減少しており，「 実習生として
の在り方」のみ得点の増加が見られた。す
なわち，保育実習経験は，特に，学生のネ
ガティブな感情に影響を与えるのではない
かという可能性が示された。
Ⅳ まとめ
保育実習は，大学教員，学生，保育所の
職員の方々などさまざまな人間関係の中で
展開される。そうした揺れ動いた感情を導
きの糸として，何が起こっていたのかを考
えながら，保育者としてのあり方を身につ
け，学生は実習の経験を重ねて成長してい
く。今回の調査では，保育実習体験におい
て学生がどのような事象にポジティブな感
情やネガティブな感情を抱き，どのように
変化していくかについて，横断的な検証を
行った。
保育所の方針や施設長，保育士やその他
職員のあり方，子どもたちの様子によって
も，実習生の実習における感情体験に差異
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ような変化が見られるかを検討するため，
対応のある 検定を行った。その結果，ポ
ジティブな感情については有意な差は認め
られなかった。一方，ネガティブな感情に
ついては「 子どもの発達・特性に応じた
関わり」，「 実習日誌の記入・作成」及び
「 保育所の方針」の３カテゴリーにおい
て得点が減少しており，「 実習生として
の在り方」のみ得点の増加が見られた。す
なわち，保育実習経験は，特に，学生のネ
ガティブな感情に影響を与えるのではない
かという可能性が示された。
Ⅳ まとめ
保育実習は，大学教員，学生，保育所の
職員の方々などさまざまな人間関係の中で
展開される。そうした揺れ動いた感情を導
きの糸として，何が起こっていたのかを考
えながら，保育者としてのあり方を身につ
け，学生は実習の経験を重ねて成長してい
く。今回の調査では，保育実習体験におい
て学生がどのような事象にポジティブな感
情やネガティブな感情を抱き，どのように
変化していくかについて，横断的な検証を
行った。
保育所の方針や施設長，保育士やその他
職員のあり方，子どもたちの様子によって
も，実習生の実習における感情体験に差異
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紙を作成し，実習経験を積み重ねていく中で，
学生の感情体験にどのような変化が見られるか
を，量的分析によって検討した。
２．方法
（1）調査の対象：保育実習Ⅰ（2016年2月）及
び，保育実習Ⅱ（2017年2月）の双方に2週間ず
つ参加した教育学部の学生19名。
（2）調査期間：保育実習Ⅰは2016年3月，保育
実習Ⅱは2017年3月に実施。
（3）調査手続き：保育実習Ⅰでは，実習の事
後報告会にて調査についての説明を行い，承諾
を得ると共に質問紙を配布，回収した。保育実
習Ⅱでは，質問紙を実習前に配布し，ヒアリン
グ調査時に回収した。
（4）質問紙：「保育所実習において学生が抱
く感情についての調査研究Ⅰ」で得られた９つ
のカテゴリー（表２）をもとに14項目を作成し，
それぞれの項目について，どの程度「困った」，
「不安になった」，「戸惑った」というような
気持ち（ネガティブな感情）になったかを５件
法で尋ねた。また，同じ14項目を用いて，どの
程度「うれしかった」，「楽しかった」，「幸せ
だ」というような気持ち（ポジティブな感情）
になったかについても，同様に尋ねた。
３．結果と考察
　各カテゴリーの回答からカテゴリー得点を算
出し，保育実習Ⅰと保育実習Ⅱでどのような変
化が見られるかを検討するため，対応のあるt
検定を行った。その結果，ポジティブな感情に
ついては有意な差は認められなかった。一方，
ネガティブな感情については「b．子どもの発
達・特性に応じた関わり」，「f．実習日誌の記
入・作成」及び「g．保育所の方針」の３カテ
ゴリーにおいて得点が減少しており，「d．実
習生としての在り方」のみ得点の増加が見られ
た。すなわち，保育実習経験は，特に，学生の
ネガティブな感情に影響を与えるのではないか
という可能性が示された。
Ⅳ　まとめ
　保育実習は，大学教員，学生，保育所の職員
の方々などさまざまな人間関係の中で展開され
る。そうした揺れ動いた感情を導きの糸として，
何が起こっていたのかを考えながら，保育者と
してのあり方を身につけ，学生は実習の経験を
重ねて成長していく。今回の調査では，保育実
習体験において学生がどのような事象にポジテ
ィブな感情やネガティブな感情を抱き，どのよ
うに変化していくかについて，横断的な検証を
行った。
　保育所の方針や施設長，保育士やその他職員
のあり方，子どもたちの様子によっても，実習
生の実習における感情体験に差異が生じるであ
ろうことは，想像に難くない。今回の結果が，
様々な実習機関においても同様な結果が得られ
るのか，保育所の取り組み等によって大きな差
が生じるのかを，検証していく必要もあろう。
　実習体験によって得られた知識と，実際に実
習で抱く感情は必ずしも一致するわけではない。
しかし，こうした実習における学生の感情体験
と，学生の抱く子ども観の成長，あるいは実習
の際のサポート体制との関連を検討することも，
今後の課題と考える。
　さらに，実習生と保育者，子どもとの感情が
どのように関連し，職業的社会化と結びついて
いくのかを検討していくことも重要であろう。
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